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労働協約交渉がはじまる

本日は申第１号「労働協約労働条件部分の改正について」の申し入れについての趣旨
説明について一言申し上げる。
公共交通機関であるＪＲ西日本会社は生活を支える大切なライフラインであり、責
務を果たすべくサービスや安全を低下させないように対応をしていかなくてはならな
い。しかし、現場では要員不足で一人ひとりの業務負担は増えており、愚痴をこぼす
労働者も多くいるのが実態である。会社は労働人口減少に向けて今のうちに背策を考
えるとして様々な施策を考えて実行しているが、実要員に余裕が出ていないことは施
策に問題があると言わざるを得ない。しっかりと現場にこれ以上の負担をかけないよ
うに、負担を軽減させ安全性を向上させるように考えていただきたい。
働く環境について我々の大会でも様々な意見が出された。モチベーションをあげる
ためにもしっかりと我々の切実な要求と向き合い、改善を前向きに考えるよう強く訴
える。
労働協約は会社と組合の大事な約束事であり、労使対等の原則のもとで今後交渉を
行なっていくものであると認識している。目的にもあるように「信義誠実の原則にし
たがい健全な労使関係を確立」とあり、「組合員とその家族の幸福を増進することを
目的」と記載している。記載にあるようにしっかりと家族も含めたよりよい改善にな
るように交渉をのぞむ所存である。
世の中と比較しても「遜色ないレベル」「あるいはそれ以上」ということを主張さ
れるがそのような姿勢では何も前向きに進まないし、労働者のモチベーションはあが
らない。そのような姿勢を正していただき、しっか
りと向き合い、真摯に誠実に議論すること。また、
あらゆる場面で「貴労組には、……感謝を申し上げ
る」と挨拶されるが、そう思っているのなら言葉だ
けでなくしっかりと態度で示していただくことを訴
え趣旨説明とする。

波見業務部長が趣旨説明を行なう


